ターミナル期において在宅への退院を決定した患者・家族への関わりを振り返って～満足のいく選択を可能にするためには～ by 服部 弘依
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の役割を果たす事が可能になる．
　今後も今回の学びを活かしチーム医療のチーム
の一員としての役割を果たし，患者家族に満足を
与える関わりを行っていきたい．
文　献
1）佐藤奈緒子，坂西未帆，木村富士子ほか．退
院支援の早期着手と看護師の意識変化：退院支
援・調整スクリーニングシートを導入して．東
医大病看研録2011；31：52-56．
2）加藤和美．病院組織のチームが有効に動く
ために：チーム医療での医師－看護師関係を焦
点に－．ビジネスクリエーター研究2014；5：
3-26．
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自己決定する場面における看護師が実践してい
るアドボカシーの因子構造モデル．日看研会誌　
2013；36（4）：87-97.
